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地域の未来をどう描く？しまなみ海道の実践から奥入瀬へ 

令和８年度第３回奥入瀬アカデミーを開催します 
 

 奥入瀬アカデミーは、奥入瀬に関わる人財の育成や、魅力・価値の発信などを目的に、産学官連
携で取り組む継続教育プログラムです。 

令和８年度第３回講座では、しまなみ海道の地域づくりに携わる内藤真也氏と、広島県尾道市⾧
の平谷祐宏氏をお招きし、講演会及びトークセッションを開催します。 

基調講演では、しまなみ海道の実践をもとに、行政の構想を地域が描く未来へつなげる取組を、
特別講演では、人口約12万人の尾道市が国内外から注目される背景をお話しいただきます。また、
宮下知事と櫻田十和田市⾧も参加するトークセッションでは、これらの実践をヒントに、十和田・
奥入瀬の可能性や未来について考えます。 

奥入瀬の将来を考える機会として、広く県民の皆様に参加いただきたく、報道機関の皆様には、
周知及び取材への御協力をお願いいたします。 

 
記 

 

１．日時  令和８年１１月８日（日） ９:３０～１２:００ 
２．場所  十和田市地域交流センター（とわふる） 大ギャラリー 
３．プログラム   
（１）基調講演  「しまなみ海道から学ぶ『行政の構想』から『地域が描く未来へ』」              

講師 : 内藤 真也 氏 
（JR 西日本 中国統括本部 課⾧、内閣府地域活性化伝道師、まちづくりアドバイザー） 

（２） 特別講演  「なぜ12 万人のまちが世界を惹きつけるのか」 
講師 : 平谷 佑宏 氏 （広島県尾道市⾧）  

（３）トークセッション  「私たちが描く、奥入瀬の未来」 
    登壇予定 : 宮下知事、櫻田十和田市⾧、平谷尾道市⾧、内藤真也氏 
 

※詳細は「奥入瀬フィールドミュージアム」HP を 

ご覧ください。 
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しまなみ海道から学ぶ
「行政の構想」から
「地域が描く未来」へ

しまなみ海道の実践から、十和⽥・奥⼊瀬のこれからを考える

日

参加無料

定員 90�名

しまなみ海道の実践をヒントに、これからの十和田・奥入瀬の可能性と未来を語り合います。 

しまなみ海道から学ぶ「行政の構想」から「地域が描く未来」へしまなみ海道から学ぶ「行政の構想」から「地域が描く未来」へ  しまなみ海道から学ぶ「行政の構想」から「地域が描く未来」へ 
SPEAKER 

内藤 真也‌氏（ないとう しんや） 

奥入瀬アカデミー講座

conference

SPEAKER 

平谷 ‌祐宏‌氏（ひらたに ゆうこう） 

トークセッション

11.8

  　　主催　  ：　奥⼊瀬⼗和⽥利活⽤協議会・奥⼊瀬渓流エコツーリズムプロジェクト実⾏委員会・⻘森県

　問い合わせ ：　NPO 法⼈奥⼊瀬⾃然観光資源研究会（事務局）0176-23-5866

十和⽥市地域交流センター
(とわふる)大ギャラリー

09:30 ∼�12:00
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申し込みは
コチラから

「私たちが描く、奥入瀬の未来」「私たちが描く、奥入瀬の未来」  「私たちが描く、奥入瀬の未来」 

基調講演

「なぜ12万人のまちが世界を惹きつけるのか」「なぜ12万人のまちが世界を惹きつけるのか」  「なぜ12万人のまちが世界を惹きつけるのか」 22  2 
特別講演

J‌R西日本　中国統括本部　課長 

内閣府地域活性化伝道師 
まちづくりアドバイザー（尾道市、竹原市、庄原市、長門市） 

広島県尾道市長 

トークセッション‌登壇予定‌ :‌  

１０年後、、
奥入瀬がどうなっていたら

おもしろい？

JR西⽇本

内藤 真也�⽒
広島県尾道市長

平谷�祐宏�⽒
青森県知事

宮下 宗⼀郎�⽒
十和⽥市⻑

櫻田�百合⼦�⽒
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